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区
内
の
川

で

1
5

種
の
魚
を
確
認
河 川 生 物
調 査 か ら

荒
川
に
投
網
漁
が
復
活
-

実
は
、
同
川
の
魚
類
調
査
の
一
コ

マ
で
す
。

区
で
は
、
区
内
7
回
川
を
対
象
に

昭
和
5
4年
か
ら
魚
類
調
査
を
、
5
9年

か
ら
は
そ
れ
に
加
え
て
藻
類
な
ど
の

ブ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
、刈
川
敷
の
噎
初
、

鳥
類
の
調
査
を
げ
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
今
年
は
昆
虫
や
よ
勳
物
な
ど
の

調
査
も
加
え
、
襾
川
の
生
き
物
た
ち

同
士
の
関
係
や
食
物
連
鎖
を
追
う
、

総
台
的
な
生
態
系
調
査
を
進
め
て
い

ま
す
。

亀
顋
鯛
査
を
行
つ
た
の
は
9
月
y

气

こ
の
曰
、
眤
川
て
6
0
こ

畆
粨

え
る
大
き
な
コ
イ
数
毟
か
椚
に
か
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
ま
て
魚
遲
の

な
か
っ
た
鵬
田
川
で
、
阿
め
て
ギ
ン

フ
ナ
な
ど
3
龝
1
5尾
を
抽
厦
す
る
な

と
の
朗
報
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
覡
川
、
叫
田
巾
の
t
飩

は
、
ま
だ
ま
だ
き
れ
い
に
な
っ
た
と

は
霑
え
ず
、
毛
長
川
、
聯
川
で
は
腎

叱
の
傾
向
さ
え
。ぷ
し
て
い
ま
す

f
市
化
の
進
む
区
内
に
あ
っ
て
、

同
叫
は
自
黙
が
残
つ
て
い
る
責
重
な

場
千
で
あ
り
、
そ
こ
に
庄
む
t
靭
の

生
き
状
況
は
環
境
の
(
ロ
メ
ー
タ
ー

で
あ
る
々
'
一
-
‥
え
ま
す
昿
た
ち
の
か

け
か
え
の
な
い
町
痩
と
し
て
、
六
叨

に
守
つ
て
い
き
た
い
も
の
て
す

調
倉
は
1
2
月
ま
て
暁
き
、
粢
、呑
蛄

果
か
ま
と
ま
り
ま
す
。

こ
の
調
査
に
つ
い
て
の
問
い

劭
わ
せ
や
鳩
舗
軣
供
は
、
濁
奬

課
教
・
質
調
査
係
一
S
卿
-
?
j
7

1
0
tへ
。

投
網
・
刺
網
に
よ
る
漁
獲
調
査
結
果

調
査
期
間

8
月
3
0日
～

9
月
8
日

厂
そ
の
川
で
前
回
、
今
回
と
も
み
ら
r
瓩
も
の

そ
の
川
で
今
回
初
め
て
み
ら
n
瓩
も
の

数
字
は
最
大
全
艮
(
単
位
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
)

荒川( 西新 井 橋下)

荒川で 捕獲した
体 長58 ㌢ ㍍の ハ ク レン

( 今回の魚類調査は綾瀬川を含まず)

郷土博 物 館 あだちの歴史散歩展
江戸・明治、旧千住宿をめぐって

秋
の
企
画
展
で
は
、足
立
区

の
史
跡
・
旧
孵
を
擽
訪
す
る
　
t

あ
だ
ち
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
第
1

回
を
閧
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
歴
史
と
文
化
の
散
歩

逎
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
か
ら
旧
千

住
宿
南
部
と
北
部
の
2
コ
ー
ス

を
取
り
上
け
、
写
真
を
中
ふ
に

足
立
区
の
艾
化
財
・
歴
史
的
建

造
物
を
紹
介
し
ま
す
。

あ
だ
ち
に
ゆ
か
り
の
絵
画
、
S

跡
、
錦
桧
、
絵
図
な
ど
、
江

戸
・
明
冶
の
あ
だ
ち
を
酉
喫
し

て
く
だ
さ
い
。

会
期
昭
和
6
4
年
1
月
1
6
囗
ま
　

で
、
午
前
9
時
I
午
汝
5
時
　
　

入
館
は
4
時
3
0
-
分
ま
で
。

月
曜
日
、
年
人
年
始
は
休
?

入
館
料

マ
大
人
…
潺
円

▽
中
学
生
以
下
…
Ⅲ
円

※
H
月
3
日
受
化
の
日
)
は

無
料
公
閲
日
で
す
。

記
念
講
演
会

日
時
H

月
3
日

受
化
の

日
)
、
午
後
1
時
3
0分
か
ら

場
所

框
士
溥
物
館
講
堂

内
容
・
調
師

江
戸
近
郊
の
町

並
、
千
住
宿
の
町
並
を
中
こ

と
し
て
・
:波
多
野
純
氏
目

本
工
業
大
学
助
教
授
)

定
員
1
0
0人
(
先
着

。
1
)

費
用

無
料
(
無
料
公
閧
旦

申
込
方
法

当
日
直
接
会
場
へ
I
J
H

、
館
内
で
冊
子
「
史
鮓

と
文
化
」を
配
布
し
ま
す
。

映

画

会

島
根
の
神
代
神
楽

日
時
1
0
月
3
0日
(
旦

、午
険

1
畤
3
0分
・
2
時
3
0分

場
所

瓶
上
溥
物
館
講
堂

費
用

無
蚪
入
館
輜
の
み
か

か
り
ま
す

問
合
せ
先

啀
土
溥
靭
蚣

昔
6
2
0
9
3
9
3

千
住
河
原
町
稲
荷
神
社
厨
子

大
切
に
し
て
ね
!

ロケット 型の新型消火器格納箱

区
で
は

、
全
国
で
朷
め
て
の

新
し
い
銀
色
の
ロ
ケ
ッ
ト
型
消

爬
器
咯
納
秬
を
閧
発
し

、
区
内

の
避
甦
道
路
や
主
要
道
路
に
設

董
し
ま
し
た
。

こ
の
咯
納
梢
は

、
い
ぎ
と
い

う
時
、
消
火
器
が
す
ぐ
に
取
り

出
せ
る
よ
う
に
エ
夫
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
安
全
性
を
は
じ

め
、
難
燃
性
、
耐
久
性
の
ほ
か
、

配
色
や
テ
ザ
イ
ン
の
各
面
か
ら

価
涓
さ
れ
作
ら
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
ま
ち
の
美
観
や
区
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
ブ
も
考
え
て
実
現

し
た
も
の
で
、
今
回
設
置
し
た

の
は
、5
0
0
カ
所
で
す
。

災
害
の
時
、
有
効
に
使
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
格
哂
羶
か

こ
わ
さ
れ
た
り
、い
た
ず
ら
さ

れ
な
い
よ
う
に
見
守
つ
て
く
だ

さ
い
。

λ
中
央
本
町
庁
舍
・
災
害
対

策
課
V

葦立ち近
ご
ろ
は
、「
崕
い
、
薄
い
、

小
さ
い
に
商
品
が
売
れ
て
い
る

そ
う
で
す

。

若
者
に
人
気
の
ヘ
ッ
ド
ホ
ン

ス
テ
レ
オ
、C
D
(

コ
ン
パ
ク

ト
デ
ィ
ス
ク
)
、
コ
ン
ポ
…
。

食
品
も
、
薄
眛
で
軽
く
淡
泊

な
も
の
が
好
ま
れ
る
世
の
中
。

産
業
界
を
み
て
も
、
基
礎
素

材
型
の
(
I

ド
部
門
よ
り
、
情

報
、
技
術
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の

ソ
フ
ト
部
門
の
方
に
比
獵
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
さ
し
く
、
夐
厚
長
大
か
ら

軽
薄
短
小
へ
、(
I

ド
か
ら
ソ

フ
ト
ヘ
の
移
行
で
す
。

足
立
区
も
例
外
と
は
し
な
い

高
齢
化
扛
会
の
到
采
。2
1世
紀

は
老
人
福
祉
、健
康
、文
化
と
い

っ
た
社
会
の
ソ
フ
ト
部
門
が
全

傴
の
時
代
で
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
の
建
設
に

は
、
創
意
E
夫
と
多
く
の
経
費

か
必
要
で
す

。
吁
政
だ
け
で
な

く
、
杠
会
全
体
が
総
力
を
あ
げ

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん

。

道
路
、
公
園
、
地
域
施
設
等

の
ま
ち
づ
く
り
は
、
先
送
り
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
(
I

ド
で

す
。
逆
に
、
今
だ
か
ら
こ
そ
、

で
き
る
と
も
言
え
る
の
で
す
。

下
水
遭
は
見
通
し
か
つ
き
ま

し
た
。
气

手
を
つ
け
て
お
か

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
大
き
な
課

題
は
、
常
磐
新
線
・
舎
人
新
線

な
ど
の
交
通
網
。
シ
ョ
パ
ン
や

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
聰
け
る
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
の
壥
設
。

将
来
、
素
敵
な
音
桑
会
(
ソ

フ
ト
)
を
楽
し
む
た
め
に
、
今

努
力
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の

は
。
舞
台
づ
く
り
(
(
I

ド
)

な
の
で
す
。区長

古性直
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水と緑そしてふれあえるまちへ
生き物とも

モモコのまちかど通信
Mor ei nt er es t i ngMor eusef ul KOHOADACHI
も っと たの しく も っと やくだつあ だ ち 広場

神明・六

木・大谷田地

区

( 第7ブロック)

川に囲まれた足立。その中でも特に水
に恵まれているのか、神明・大谷日など
の第アブロ シクです。こa 旭j xは 方を
川に囲まれ、地区内も川と用水か東西、
閇北に胥れています。これらの豊かな水
を昶用して、観水練遍や公圃が整● され
つつあります。また、裏部● 害擂紐総合
センター{ 仮称l や住区センターの瑞霞を
計圃中。地峨住民に利用される、心のふれ
あいの鵜点つくりをすすめています。

生
き
物
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
る

公
園
や
水
路
に

一

富
な
水
は
、
ま
わ
り
の
緑
と

と
も
に
市
街
地
の
麦
重
な
自
然
。

そ
こ
に
は
。
い
ろ
い
ろ
な
生
初
も

生
息
で
き
る
は
ず
。
そ
こ
で
、
こ

の
旭
区
を
生
き
靭
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

が
で
き
る
霑
と
緑
の
飼
和
し
た
ま

ち
に
し
よ

う
A
J
'£
の
よ
う
な
整

囀
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

葛
西
用
水

上
流
の
テ
ー
マ

…

水
と
生
物
の
ふ
れ
あ
い

葛
西
用
水
は
、
区
内
で
上
・
中

・
下
流
の
3
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け

て
整
囀
し
ま
す
。
こ
の
旭
区
は
、

上
・
中
厩
ゾ
ー
ン
が
通
り
ま
す
。

中
流
ゾ
ー
ン
の
郷
土
博
初
肥
前

の
霞
水
練
遭
は
。
9
月
に
I
蔆

し

た
ぱ
か
り
。
上
流
の
鷄
西
用
水
釣

り
堀
は
、
休
日
は
コ
イ
や
フ
ナ
を

ね
ら
う
太
公
望
で

大
に
ぎ
わ
い
で

す
。上

流
ゾ
ー
ン
の
テ
ー
マ
は

。水

と
生
靭
と
の
ふ
れ
あ
い
'
。
6
5年
度

か
ら
の
整
偉
計
画
で
は
水
辺
ら
し

さ
を
大
切
に
し
て

、
シ
ョ
ウ
ブ
や

ア
シ
な
ど
の
水
生
櫨
初
を
た
く
さ

ん
噫
え
、
魚
や
ト
ン
ボ
が
す
め
る

よ
う
に
し
ま
す
。

特
に
、
水
路
沿
い
に
あ
至
(
木

一
号
公
園
で
は
、
水
辺
の
励
値
物

と
の
ふ
れ
あ
い
が
で
き
る
ぶ
つ
に

水
路
と
き
わ
せ
た
螫
儁
を
吁
い
ま

す
。

葛西用水上雇ゾーンの拠点となる六木一号公園

神

明

水
の
森
公
園

エ
コ
ロ
ジ
ー
・
パ
ー
ク

を
め
ざ
し
て

木
立
の
中
の
風
皿

が
シ
ン

ボ

ル
。
風
車
広
場
の
池
の
水
は
風
車

の
力
で
水
申
を
回
し
、
川
か
ら
く

み
上
げ
、
土
墳
ろ
癩
さ
れ
た
自
然

の
水
で
す
。

区
で
は
、
今
年
4
月
の
間
側
と

同
時
に
、
メ
ダ
カ
や
ド
ジ
ョ
ウ
、

タ
ニ
シ
、
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
を
池

に
放
し
ま
し
た
。
ど
れ
も
順
調
に

膏
つ
て
い
る
様
子
。

将
来
は
、
ホ
タ
ル

も
生
息
で
き

る
、
よ
り
自
然
な
池
に
し
、
エ
コ

ロ
ジ
ー
・
パ
ー
ク
と
い
う
生
賑
系

の
観
祭
で
き
る
公
園
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

メダカなど生初観察できる神明水の聶公圃

中

川

水
辺
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り

休
日
に
は
、
釣
り
糸
を
た
れ
る

人
た
ち
が
多
く
兒
ら
れ
る
刈
川
で

す
。
区
の
「
刈
川
・
水
路
総
台
利

川
計
画
」
で
は
、
水
辺
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

、
同
川

沿
い
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
直
路

、
散

跚
路

、
釣
場
の
塵
囀
や
概
立
木
の

榎
活
を
図
り
ま
す

。

◇

◇

こ
の
ほ
か

、佐
野
い
こ
い
の
森
、

樂
測
江
庭
園
な
ど
も
水
と
縁
が
一

窩
で
す
。
寥
た
、9
年
9
月
に
は

中
居
扈
糢
水
罎
遭
(
仮
称
)
か
完

凧
予
定
で
す

。

花 畑 川

エ ピ ソ ー ド

こ
の
地
区
を
東
西
に
横
断
す

る
花
畑
川
。
昭
和
6

年
に
完
呎

し
た
運
河
で
す
が
、
ち
ょ
つ
と

面
白
い
話
が
あ
り
ま
す
。

◇

(
1
)
花
見
嘴
・
月
鳬
嘴
『i
・

こ
の
檎
の
名
は
ど
こ
か
ら
?
　

花
畑
川
に
は

、
中
川
か
ら
縵

澗
川
へ
向
か
っ
て
哺
に
、
花
見

蟐
・
碵
t
(
懴
・
富
上
見
槍
・
雪

見
蜩
‘
月
見
檎
が
架
け
ら
れ
て

い
ま
す

。
曾
、
趣
の
あ
る
g
で

す
か
、
こ
の
由
来
は
河
で
し
ょ

う
か
。

地
元
の
軈
土
史
家
の
一
説
で

は

、
ル
ー
ツ
は
か
つ
て
の
中
川

堤
の
桜
だ
と
い
い
ま
す
。
花
見

磚
と
概
木
橋
か
古
く
、
昭
和
3
0

年
代
ま
で
花
見
の
名
所
で
あ
っ

た
中
川
の
桜
に
ち
な
ん
だ
檎
の

名
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
峰
は

、
地
冗
の
声
で
花

兒
が
あ
る
な
ら
月
見

、
月
見
が

で
き
た
ら
曹
見
と
い
う
よ
う
に

冐
月
茫
を
そ
ろ
え
ま
し
た

。

自
然
を
愛
す
る
地
元
の
皆
さ

ん
の
い
き
な
命
名
で
す
ね
。

つ

(
2
)
綟
瀬
川
浄
化
に
一
役
X
う

花
畑
川
が
綾
瀬
川
の
浄
化
を

手
助
け
し
て
い
ま
す
。
な
に
に

よ
っ
て
で
し
ょ
う
か
?

苔
は
水
門
で
す

。
中
川
の
木

位
が
唆
瀬
川
よ
り
高
く
な
る
昼

の
時
間
帯
を
遺
ん
で

、
花
畑
水

門
を
閧
け
ま
す
。

区
内
で
愚
も
き
れ
い
な
中
川

の
水
か
綾
瀬
川
に
阮
れ
込
み

、

竣
瀬
川
を
冷
化
す
る
わ
け
で

す

。延
及
1
.
4冫
　
の
短
い
花
刑
川

で

す
が

、
曖
瀬
川
に
と
っ
て
大

叨
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す

。

よ
そ
か
ら
来
た
人
が

住
み
よ
い
と
思
う
ま
ち

神
明
東
町
会
会
長
・
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員

小

室

凱

允
さん

高
慶
成
長
期
以
降

、
こ
の
地

区
も
農
業
用
水
略
は
生
活
排
水

誥
に
変
わ
り

、川
の
水
は
汚
れ

、
残
念
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し

、
い
ま
区
で
は
水
と

緑
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

重
貞
的
に
産
め
て
い
ま
す
ね

。

わ
が
ま
ち
は
水
に
恵
ま
れ
た
と

こ
ろ

。
き
っ
と
足
立
を
代
麑
す

る
水
と
練
の
斃
し
い
求
ち
に
な

る
と
朋
待
し
て
い
ま
す

。

自
然
環
境
の
保
全
・
回
厦
と

と
も
に

、
良
好
な
都
市
環
境
づ

く
り
が
課
題
で
す
ね

。
こ
の
認

識
は

、
ま
ち
づ
く
り
推
皿
委
貝

と
し
て
地
域
の
方
々
と
話
し
合

う
た
び
に
深
ま
り
ま
す

。

斬
さ
ん
の
共
通
し
た

老
児

は

、
こ
の
旭
区
の
人
口
は
も
っ

と
搴
え
る
た
ろ
う
か
ら

、
交
4

・
施
設
・
買
い
初
の
便
を
改
裲

し

、
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
す

。

よ
そ
か
ら
釆
た
人
が
だ
れ
で

も
住
み
よ
い
と
思
う
ま
ち
に
し

た
い

。
地
元
で
も
、
将
竅
に
向

け
た
廖
ち
つ
く
り
を
働
極
的
に

考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね

。

つぎつぎと建設される

ふ れあい の施 設

こ
の
地
ぼ
で
は

。
戛
設
の
建
設

計
圃
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

特
に

、
ブ
ロ
ッ
ク
北
部
は
湶
害

福
祉
総
台
セ
ン
タ
ー
や
各
人
ホ
ー

ム
を
建
呎

橸
砥
の
拠
点
の
ま
ち

と
な
り
そ
う
で
す
こ

う
唆

、
趣
設

さ
れ
る
施
設
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

住

区

セ

ン

タ

ー

引
年
4
月
、
人
谷
田
四
丁
目
住

区
セ
ン
タ
ー
(
仮
町

、
大
谷
田
4
-

狎

が

、6
5年
1
月

、
裨
明
岡

僅
区
セ
ン
タ
ー
(
仮
称

、
仰
明
尉
2
-
6

。
鴿
全
の
覃
跡
地
)
が
そ

れ
ぞ
れ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

東
部
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

「
叫
害
者
と
と
も
に
生
き
る
籵
{
'
}

の
実
現
は
、
区
の
一

謇
な
衂

韆
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
全
の
覃
郎
地
(

神
明
閘
2
-
6
)

に
、
東
部
障
害
福
祉
建
台
ヤ

ン
タ
ー
(
仮
称
)
が
6
5唏
3
月
甞

呎
の
予
丐

こ
の
建
初
は

、2
胼

姐

、
延
べ
而
積
約
2

衢
劭
甲
方
　

の
硯
饗
で
す

。

緊
髄
内
町
は

、
脳
卒
中
な
ど
m

途
障
害
者
の
機
能
釧
練
事
業
や
籵

僉
福
祉
擒
座
な
ど
を
聞
く
心
身
瞳

筈
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
。
1
5孅
以
卜

の
心
身
障
害
者
を
対
良
に
、
日
常

生
活
訓
硬
を
ほ
う
心
身
障
害
者
通

所
訓
練
部
門
と
作
業
剛
練
な
ど
を

行
う
福
祉
作
業
部
門
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

さ
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム

お
年
寄
り
の

在
宅
櫑
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
と
と
も
に
、
老
人
ホ
ー

ム
の
建
設
も
愈
務
。

屬
年
4
月
オ
ー
ブ
ン
を
目
徊
し

て
、
さ
の

特
別
養
護
衆
人
ホ
ー
ム

汳

黔

を
鴫
設
し
ま
す
。
場
所

は
佐
野
2
-
3
9

入
所
足
艮
は
囘

人
で
、
一

度
杤
呆
の
万
が
そ
の
半

取
入
所
で

き
る
の
が
特
破
で
す
。

ま
た
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
を
併
設
。
生
活
指
毒
・

倣
康
チ
ェ

ッ
ク
な
ど
の

基
本
事

業
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
・
入
浴
サ
ー

ビ
ス
・
機
能
訓
練
な
ど
の
通
所
事

累
を
行
い
ま
す

。

大谷田四丁目住区センター( 仮称)完成予想図

みんなの 健康
足 立 保 健 所 　855- 4151
千 住 保 健 所 　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　606- 171

中 央 本 町 保 健 相 談 所 　880- 5351

おっぱいの会誰
も
が
お
っ
ぱ
い
で
育
て
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

で
も
今
や

。
お
っ
ぱ
い
だ
け
で

弯
つ
赤
ち
ゃ
ん
は

、
ご
く
わ
ず
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
母
孔
保
冐
は

そ
れ
ほ
ど
蜒
し
い
こ
と
な
の
で
し

ょ
う
か

。
本
当
は

、
ち
ょ
っ
と
し

た
心
姐
い
で
阿
倍
も
の
幸
福
慝
を

も
て
る
貴
皿
な
時
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か

。

こ
の
金
は

、
子
育
て
夸
楽
し
む

会

、
先
g
お
母
さ
ん
た
ち
と
集
う

会
で
す
。

日
時
1
0

月
2
5日

、1
1月
1
5日

。

い
ず
れ
も
午
後
2

時
1
3

時

{
以
後
、
毎
月
貫
4
火
曜
日
に

行
う
予
定
で
す
}

場
所

足
立
保
健
所

対
梟

足
立
保
健
所
奮
内
在
僅
の

妊
娠
し
て
い
る
方

。
お
っ
ぱ
い

で
弯
て
る
こ
と
に
関
心
の
あ
る

方
。
俘
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
番
加

し
て
く
だ
さ
い

申
込
方
法

一

話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健
所

a
s
4
-
5
1

婦
人の
がん

予
防
教
室

区
の
俣
便
所
・
保
健
相
談
所
で

は

、
毎
月

、
孔
が
ん
の
自
己
検
診

法
を
含
め
た
嚊
人
の
が
ん
の
予
防

教
室
を
行
っ
て
い
ま
す

。

ぜ
ひ

、
健
康
管
理
に
お
役
立
て

く
だ
さ
い

。

日
眄
・
場
所

下
頁
の
と
お
り
S

用

無
料

申
込
力
法

当
日
直
接
会
場
へ

申
込
・
問
合
せ
先

各
保
倣
所

。

保
健
相
談
所

婦 人のがん予防教室日程

精
神
保
健
講
演
会

精
神
障
害
者
と
の
上
手
な

か
か
わ
り
方
・
接
し
方

保
健
所
・
保
厦
相
談
所
で
は
、精

神
保
雎
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は

、
特
に
精
神
鴟
害
者
に

的
を
絞
り

、
畦
格
的
特
徴
と
そ
の

対
C
の
仕
方
を
学
び
ま
す
。ま
た

。
心
の
厦
厦
に
つ
い
て
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

日
時
1
1

月
9
日
(
水
)
。
午
後
2
　

眄
～
4
時

場
所

中
央
朮
町
保
健
相
談
所

講
演
書

日
向
野
譽
総
氏
(
等
澗

病
院
況
長

、
心
療
内
科
)

申
込
方
法

一
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町
保

壥
相
談
所

　
枷
5
3
5
1

愛
の
献
血
に

ご

協

力

を

幗
例
の
愛
の
献
血
を
左
表
の
と

お
り
受
け
付
け
ま
す

。
ぜ
ひ

、
ご

協
力
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

葛
飾
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
(
　
6
9
3
5
7
0
1
)
、ま

た
は
本
斤
舍

・
保
健
予
防
係

(
　
8
8
2
-
1
1
1
㈹
)

11月の献 血日程

● 受付時間は、午前10眄～午後3時30: 分、
( 皿 龠・休 憩暁 闇を除 く)

健
康

ア

ド

バ

イ

ス

老人性痴呆

老
人
性
痴
呆
は

、
脳
皿
管
性

と
ア
ル
ツ
(
イ
マ

ー
型
に
大
別

さ
れ
ま
す

。
痴
呆
の
症
状
は

、

今
ま
で
に
な
か

っ
た

「
な
ん
と
な
く

、
お
か

し
い
」
か
ら
始
ま
り
ま

す

。脳
血
管
性
の
も
の
は

な
ん
と
か
対
C
で
き
ま

す
か

、
原
因
不
明
の
ア

ル
ツ
(
イ
マ

ー
型
は

、

対
心
が
困
難
で
す

。

非
常
に
健
康
で

、
豊

か
な
老
後
を
楽
し
む
こ
と
に
吸

功
し
た
老
人
(

サ
ク
セ
ス
ー
フ

ル
エ
ー
ジ
ン
グ
と
い
い
ま
す
)

を
目
指
す
こ
と
か
大
切
で
す
。

な
じ
み
の
仲
間
の

嵩
ま
り

は
、
工
そ
こ
で
生
き
生
き
と
活

発
に
曹
ら
し
て
い
る

冫
仲
悶

に
な
り
き
る
と
'
*

を
鬯
わ
な

く
て
も
異
常
行
動
や
精
裨
皀
状

が
な
く
な
る

③
暗
さ
れ
て
い

た
能
力
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に

な
る

④
ケ
ア
が
ス
ム
ー
ズ
に

い
く
、等
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
最
短
距
離
に
い
る
の
が

家
族
で
、
在
宅
ケ
ア
の
お
年
寄

り
は
覃
に
い
る
の
か
一
番
幸
せ

だ
、
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
老
人
が
葆
や

子
と
同
居
し
、
楽
し
く

生
活
す
る
こ
と
が
、
す

な
わ
ち
痴
呆
の
予
筋
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
地
羣
は
な
じ

み
の
人
・
初
・
場
の

集

ま
り
な
の
で
、
地
域
ヶ

ア
も
大
事
で
す
。

だ
れ
で

も
健
康
で
幸
せ
な
き

優
を
顆
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化

時
代
を
直
観
し
、
自
分
自
身
の

将
采
の
た
め
に
、
学
令
し
を
唇

き
、
社
会
尠
加
を
し
な
が
ら
口

信
を
深
め
、
昊
し
く
と
い
た
い

も
の
で
す
。(

足
立
区
医
師
命

ま
と
ま
り
ま
し
た
足
立
の
家
計
簿

62

年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し

こんにちは、モモコです。いま
議会では昭和62年度決算につい
て富議中です。皆さんから納め
られた税金などは、どのように
使われたのでしょうか。62年度
浹罪のあらましを報告します。

さ
ら
に
健
全
な
財
政
へ

歳
入
で
は
、
特
別
区
腕
と
特

別
区
交
付
金
が
大
幅
に
伸
び
ま

し
た
。
特
別
区
税
は
所
肓
の
堅

調
な
伸
び
と
土
地
等
の
譲
覆
所

得
の
呻
ぴ
で
S

峨
円
、
町
年
度

比
M
%

の
畑
。
特
別
区
交
付
金

は
調
整
3

悦
の

伸
び
で

沺
億

円
、
前
年
度
比
1
3・
3
%

心
加

し
ま
し
た
。

一
方
、
特
別
区
債
は
茹
咾
円

で
、公
共
用
粕
取
賜
減
の
た
め
、

前
年
度
比
6
3・
8
%

と
著
し
く

厩
少
し
ま
し
た
。

こ
の
晒
只
、
歳
入
に
お
け
る

一
般
財
源
の
檎
呎
比
か
6
6・
5
%

と
大
嵋
に
伸
び
、
過
去
5
唏

閊
で
叢
高
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
行
政
改
革
や
事

務
事
業
の
見
直
し
、
職
員
増
の

抑
制
等
に
男
力
し
た
晒
果
、
ブ

ロ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
4
館
の
竃

設
、
公
園
、
遭
路
、
下
水
道
の

整
備
、
保
養
所
の
改
築
、
特
別

輿
霞
老
人
ホ
ー
ム
ー
爾
助
成
な

ど
嫡
唖
的
に
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

区
で
は
、
今
度
と
も
住
み
よ

い
足
n
づ
く
り
に
一

異
に
前
進

し
て
い
き
ま
す
。

八
予
S
課
V

本
決
算
は
開
会
中
の

区
議
会
で
審
議
中
で
す

財 源別 歳入 決算額

性質別歳出決算額

目的別歳出決算額

〈国民健康保険特別会計>

〈老人保健医療特別会針>

モ
モ
コ
の

ワ
ン
ポイ
ン
ト
ゼミ
ナ
ー
ル

経
常
収
支
比
率

経
穴
収
支
比
率
は
自
治
体
の

財
政
か
健
全
か
否
か
、
建
設
S

業
な
ど
臨
蒔
支
山
に
対
応
で
き

る
か
ど
う
か
と
い
う
町
政
の
弾

刀
性
を
判
断
す
る
看
嘸
で
す
。

姪
常
収
支
比
塞
を
歌
計
で
い

え
ぱ
、
毎
月
決
ま
っ
て
入
る
給

輿
の
な
か
で

、
食
W

、
光
熱
水

賢
、
ロ
ー
ン
の
返
済
な
ど
決
ま

っ
て
必
要
な
家
計
費
の
占
め
る

割
合
で
す
。
こ
の
創
台
が
吐
い

ほ
ど
、
生
活
に
ゆ
と
り
か
生
じ

ま
す
ね
。

財
政
も
同
様
で
、
経
常
収
支

比
率
が
低
い
ほ
ど
、
財
源
に
余

粨
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

経
常
収
支
比
率
の
適
正
水
画

は
7
0
-
8
0
%
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
区
の
経
常
収
支
比
率
は
。
6

年
前
は
危
険
ラ
イ
ン
と
さ
れ

る
8
0
%
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
5
唏
前
か
ら
7
0
%
代

に
下
が
り
、
今
年
度
は
6
0
%
代

に
ま
で
下
が
り
ま
し
た
。

新
規
の
仕
事
に
対
応
で
き
る

よ
う
な
財
政
体
賢
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

経常収支比率の推移

こ の 表の 財 取 分 析 の 取 亨|ま、 自 冶 省 か 定 め

た 晩 一 規串 によ っ て 再 輿 成( 普 遍 会 計) し た 統
計上 のも の で す 。次 の 計 算 式 か ら な り ま す 。

鮃常t r l ? ! ? 1? tこ? 同原χ 100匈
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ギ ャラリー あ だ ち

二ん|二ちは。ノ モモコです。
空l j 青く澄みわたI八秋本番、食ぺ紬は

おいしいし、スポーツで汗を流す|二もいい
季餡。皆さん思い思いに・ しんでいらっ
しゃるようて・すね。でも、忘れてならない
のが三術の1廴区内には、実に多くの方が
ため;すばらしい作品をつくっています。
毎年行われる区屠・文化祭には、区民

の皆さんの作品か勢ぞろい。6n の区展
には、洋画・彫塑・耆道 く一般・少年)
合t l せて|, 968貞もの出品かあ|; ました。
今回は、この区展で区眉大賞・区長賞

を受賞し7=作品を紹介します。皆さんも
二の秋、ゲイジュッL てみませんカ'、

卜 。i ol。 　iふ 　 恆 り 差网y
二 こ二ごゾ ゛‘ ・' ,

‾

区震大貫( 魯遍の部)
題 五言律黔
たいろ

井野大厦氏1 千什一丁目在任)

区丑賢{ 魯遭一般の郎}
題 雇囂徨黔

え四 い戎井哇雲さん( 工切賍丁目屈僅)

区 長 賞( ● 遭 少 年 の 耶)

題 太 陽 凧 貞

川 西 史 子さ ん

j第 ÷ 瓦 中2 年)

区長賞 ・彫塑一般の部
暁 咾つめるy一

三鳥亮一氏 千尋尽し 」ヽ教X

区長賞( 彫塑少年の部)
題 勣物の中の動初

眷日真澄くん( 栗原小5 年

区長賞( 洋画少年の部)
岨 花と太陽アンド月

長浜めぐみさん ・l六家小6 年}

区長賞( 江面一般の那)
顋 水 啀

日比谷
苔
彦氏 〔梅島二丁目を庄〕

区贋大賞( 洋画の部1
甘 俘品( 2)

助川義唇氏( 花畑四丁目哩f p

区梟六賞( 彫塑の郵)
晒 猩 々

石風見一氏 ・、梅鵬二丁目在住・

第38 回 足 立 区 文 化 祭
区民の昏さんの・文耙・芸術活動の発表の場とL
て親しまれている' g 立区・文化祭j。
今年も各会場で口ごろの虞臾が披露さj lます。
日眄・朋所 下表のとおり
問合せ先 本町角・又化毎貝係 　882- l l U- t t i

足立区文化祭日程表

モモコちゃん をさが せ

も
っ
と
も
っ
と速

く
走
り
た
い

干葉 真利さん
l 瀰 原 中3 年

1
呷
的
の
ロ
ス
缸
軸
の
と

き
、
カ
ー
ル

ール
で
ス
と
か

、

ア
レ
ユ
フ
ォ
ー
ト
と
鴬

笵
て

あ
こ
が
れ
ま
し
て
ね

中
事
に
入
る
と
迷
わ
す
浮
上

刪
へ
。短
距
離
を
呀
憲
と
し
、回
J

は
口
倡
が
あ
る
と
い
う
。

ベ
ス
ト
は
1
2秒
フ
ラ
ッ
ト

。
令

国
で
も
卜
″
ブ
ク
ラ
ス
の
吹
嘖

だ

。

練
習
は
畔
き
じ
ゃ
な
い
け

ど
、
續
習
し
て
い
い
記
鈿
が
出

た
と
き
が
一
番
気
持
い
い
I
　

こ
の
碑
習
の
吸
啝
が
実
り
、8

月
に
行
わ
れ
た
第
1
5回
全
日

ぷ
申
学
校
陬
h
瞹
疲
選
手
権
大

余
女
子
唇

』で
第
1
卮
と
な
っ

た
。一

卜
み
の
口
に
は

、洋
服
を
腿

に
し
っ
た
り
す
る
の
が
・呼
き
」

と

、
あ

と
け

な
い

羊

吊
の
M

礇

。
チ

ャ

ン

ス

が

あ

れ

ば

、
あ
こ

が

れ
の

オ
リ

ン

ピ
ッ

ク
に

出

場
し
て

み

た
い

と

萼
は

蚣
、き

い

。

ガ
ン
(

レ

、
眞

剩

さ
ん

。

フォト
ニ ュース あだち

9/ 15 区民オーケスト ラ
発足記念コンサ ート

4 月 に 誕 生し た 区 民λ - ヶ スト ラ の 初 ⊃ン サ ート
が 衍 わn 泄 した 。 小 学生 か ら お年 寄 り ま で多 彩 な メ
ン バ ーの こ のヌ ー ヶ スト ラ 、4 月 以 来 遡2 回 の 厳し

い 練習 を 重 ねて き まし た 。 会 場 に は 厠900 人 の 区 内
外 の晋 桑量 好家 た5 がつ め な け、 エド カ ーの 「 鳳 風
堂 々 第1 番j 、 ピ ゼ ー の『 フ ル ルの 女

』などF
こ聴 き ほn

、曲 が 終 わる ご ご こ・ 大 な 拍 手を 送 り まし た 。 演
秦 を 終え た 団 員た5 の 潟足 げ な 笑顔 が 田 傘的 で した。

9
/
2
4

北
干
住
C
1

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「j
世
紀
孔
干
庄
の
あ
り
万
を
探
る
」を
テ
ー
「
y
に
、
北
干

住
c
-
シ
ン
ポ
シ
つ
乙
が
開
力
n
ま
し
ご
。
高
橋
!
一
郎
氏

(
慶
應
慨
塾
大
争
叡
授
)
の
蟇
飼
講
演
な
ど
、北
干
住
の
魅
刀

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
発
衣
が
あ
り
ま
し
た
。
会
軈
に

は
衂
知
人
の
区
民
の
吩
さ
ん
が
輿
!
り
、
况
干
住
の
発
展
な

ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
・
質
問
が
出
さ
n
る
g
り
上
が

り
を
Q

せ
埋
し
た
。

9/ 30 ベルモンド 市から高校生来区
姉妹 都 雨 ヌ ースト つリ ア ・ べjレモ ント 而から 高校

生 の 使 節口 知 人 が9 月30 日 釆 区し 泄 した 。
こ の 日、 区 役 所 を 訪 れた 後 、六 月 中 李校 へ。 校舎
見 李、 授 集 中の 叡? では 才- スト つリ アの 地 理を 説
明し た り 、 茶道 笛 から お 藁 の 作法 の 手ほ ど さ を 受け
るな ど 蘗し い ひ と とき を 過ご し 妻 し た。
こ の 後、 一 巧 はホ ー乙 ス ティ で 日 本の 生 活に 覡し

む 一 万 、 覩皿り 、 日 光な ど を 見学 。 旬月5 日 ま での 滞
在で 瓩く さ ん の 日 豕の 思い 出 を つく り ま し た。

シリ ー ズ
あ だ ち の 鳥 た ち

モ ズ

仁
が
探
ま
る
と
木
の
こ
ず
え

な
ど
で
キ
イ
ー
キ
イ
キ
イ
と
甲

画
い
鳴
き
声
が
し
ま
す

。
こ
れ

か
モ
ズ
の
両
鳴
き
と
呼
ぱ
れ
る

声
で

、
縄
張
り
を
宣
言
す
る
も

の
で
す
。

頭
の
大
き
な
休
に
、長
め
の
-

黽

、
日
を
涌
る
瞭
と
鋭
い
く
ち

ば
し
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ス

ズ
メ
よ
り
少
し
大
き
い
小
型
の

鳬
で

、
昆
皿
の
ほ
か
カ
エ
ル
な

ど
の
小
動
初
を
捕
え
る
猛
禽
類

で
す
。

電
線
や
く
い
な
ど
に
止
ま
っ

て
地
ヒ
を
兒
穣
り

。
す
ば
や
く

舞
い
霞
り
て
箋
初
を
捕
え
ま

す

。
箋
靭
を
鉄
条
網
や
木
の
小

岐
な
ど
に
列
し
て
お
く
習
畦
か

あ
り
、「
モ
ズ
の
は
や
に
え
」と

卮
い
ま
す
。
食
べ
や
す
く
す
る

た
め
に
刺
し
た
と
か

。
餌
が
な

い
時
の
弔
罵
だ
と
か
い
ろ
い
ろ

な
説
が
あ
り
ま
す
が

。
何
の
た

め
か
は
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。

ま
た

、
モ
ズ
は
ヒ
ヨ
ド
リ
な

ど
ほ
か
の
鳥
の
鴇
き
声
を
ま
ね

る
習
性
を
持
っ
て
い
ま
す

。
モ

ズ
を
濔
T
で
『
百
舌
』
と
も
S

く
の
は

、
こ
の
習
性
か
ら
き
て

い
る
よ
う
で
す

。

人
環
境
課
水
質
調
査
係
V

カルガモ

見かけ た方は

ご連絡を

区
で
は

、
カ
ル
ガ
モ
の
区
内

分
布
図
を
作
虞
中
で
す
。
今
年

に
入
っ
て
カ
ル
ガ
モ
を
兒
か
け

た
方
は

。
そ
の
時
朋
や
場
所
等

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

。

期
限
1
0
月
2
8日

遲
絡
先

水
賢
調
雇
係

瞋
5
3
7
5



昭 和63 年10 月20 日 あ だ ち 広 報 第803 号 ( 6)

「この子が 大き くなったとき
このま ちは… 」

ともに 考えよう「あだちまち づくりフェスティバル 」

区
で
は
、
区
民
の
み
な
さ
ん
と

一
楮
に
ま
ち
つ
く
り
を
進
め
る
こ

と
を
、
最
埀
点
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

こ
の
一
環
と
し
て

、
区

、
ま
ち

つ
く
り
推
4

連
絡
会

、
聊
足
立
区

ま
ち
つ
く
り
公
扛
が
主
催
と
な
り

「
あ
だ
ち
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
し
を
閧
催
し
ま
す

。

当
日
は
、
楽
し
い
イ
ペ
ン
ト
コ

ー
ナ
ー
や

、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

を
行
い
ま
す

。

ま
た

。
ス
タ
ン
ブ
ラ
リ
ー
に
参

加
さ
れ
た
方
に
は
苗
木
を
、
お
子

さ
ん
に
は
風
船
・
花
の
種
・
ポ
ツ

ブ
コ
ー
ン
を

、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

参
加
さ
れ
た
方
に
は
鉢
嗄
が
用
意

し
て
あ
り
ま
す

。

み
な
さ
ん
の
穆
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
眄
H

月
2
3日
(
水
)
、午
前
1
0
　

眄
～
午
険
4
時

冫

ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
午
凌
2
時
I
4

時
)

場
所

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
(
梅
田

七
丁
目
)

内
容

ワ
イ
ペ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
・・・

模
擬
店
。
飲
み
物
コ
ー
ナ
ー
　

▽
ま
ち
づ
く
り
相
鮫
コ
ー
ナ
ー

・・・
土
地
・
遽
築
・
税
務
等

フ
パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
・・・
各

種
ま
ち
づ
く
り

。
北
千
庄
C
I
　

な
ど
。
N
T
T

、
柬
亰
電
力

、

東
亰
ガ
ス
も
出
店

ワ
苗
木
無
料
配
布
コ
ー
ナ
ー

・
:
ス
タ
ン
ブ
ラ
リ
ー
に
齡
加
さ

れ
た
方
の
み

▽
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
さ
わ
や
か
な
ま
ち
足
立
を
考

え
る

」
基
調
構
濱
:
血

門
冬
二

氏
(
作
家
)
公
閧
討
諭
会
・
:高

見
沢
邦
郎
氏
(
都
立
大
助
教
授
)

他
5
名

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
入
場
希
望
の
方

は
、1
0月
3
1日
ま
で
に
往
復
(
ガ

キ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
ま

ち
づ
く
り
課
(
〒
い
千
住
l
l
　
4
1
1
8

昔
鯢
1
1
1
1
㈹
)

「
市
価
の
半
額
」な
ど
と
…

ご
注
意
く
だ
さ
い
見
本
エ
事
商
法

「
お
宅
は
目
立
つ
場
所
に
あ
る

の
で

、当
社
の
エ
事
の
モ
デ
ル
に

、

ペ
ラ
ン
ダ
を
つ
け
さ
せ
て
く
れ
れ

ぱ
、
市
価
の
半
額
に
し
ま
す
　
　

「
キ
ャ
ン
ベ
ー
ン
中
だ
か
ら
、

今
お
宅
の
改
修
工
亊
を
や
ら
せ
て

く
れ
れ
ぱ
、
格
安
に
し
て
お
き
ま

す
」
-
な
ど
と
、
魴
問
販
売
の
セ

ー
ル
ス
マ
ン
に
き
わ
れ
て

、
家
の

改
修
工
亊
の
契
約
を
さ
れ
た
方
の

苦
嘴
相
談
が
、
最
近
、
増
え
て
い

ま
す
。

「
後
で
飼
ぺ
た
ら
、
創
引
ど
こ

ろ
か
、
か
え
っ
て
高
か
っ
た
」「
以

前
よ
り
雨
瀾
り
が
ひ
ど
く
な
っ

た
」「
お
金
を
支
払
つ
た
の
に
な
か

な
か
工
事
し
て
く
れ
な
い

」
な
ど

と
い
う
、
ひ
ど
い
業
者
も
中
に
は

い
る
よ
う
で
す
。

家
の
改
修
工
事
は
、
金
額
も
高

額
に
な
り
ま
す
ご
っ
ま
い
】画
葉
に

の
せ
ら
れ
て

、
料
金
ま
で
ょ
け
い

に
の
せ
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
く
れ

ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

消
賢
者
テ
レ
ホ
ン
a

蚓
5
3

家
内
労
働
「
傷
病
共
済
制
度
」

の
案
内
書
・
申
込
用
紙
を
配
布

都
で
は
、1
0月
1
日
か
ら
、
次

の
方
々
を
対
象
に
、
襦
気
や
ヶ
ガ
で
仕
事
が
で
き
な
く
な
っ
た
と

き
、
兒
舞
金
を
支
払
う
制
度
を
始

め
ま
し
た
。
区
で
は
、
こ
の
制
度

の
案
内
書
と
申
込
用
紙
を
配
布
し

て
い
ま
す
。

見
舞
金
等

上
表
の
と
お
り

対
象

禹
1
5歳
か
ら
6
9歳
ま
で
の

J
専
業
的
家
内
労
働
者

の
個
人
事
業
者
<
g
業
貝
4
人

以
下
の
製
造
業
)

③
前
述
の
Υ
②
家
族
従
業
者

配
布
場
所

本
庁
舎
・
勤
労
者
対

策
係

酋
8
8
2
1
1
1
1㈹

申
込
み
先

聯
寨
亰
都
助
労
福
祉

協
会

扈
7
9
5
1

問
合
せ
先

都
・
労
勳
経
済
局
労

勳
福
祉
課
家
内
労
勳
係

き
2
1
2
5
9
7
5
(
直
)

共済金と見舞金および共済掛金の額
( 昭和63年度現在)

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

こ
の
た
び
、
次
の
地
域
の
水
洗

化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
庄
ま
い
の
方
に

は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

水
洗
化
可
能
地
城
お
よ
び
供
用
開

始
年
月
日

左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
菅
支
所

昔
6
0
2
8
8
2
2

柬
な
お

、
水
洗
化
工
亊
費
の
融
賢

あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い

。

く
わ
し
く
は
、
中
央
本
町
庁
舎

・
計
画
調
整
課
助
成
係

豐
禊
5
つ
`
0
8

昭和63年度
緑の写真コンクール

入
賞
者
発
表

区
内
の
4

‘
を
テ
ー
マ
と
し

た

、
昭
和
6
3年
度
「
緑
の
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
」
に
は
、
多
数
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

厳
正
な
甞
査
の
絡
簗
'
K

の
方

々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
(

敬
称

略
)
。

【
推
せ
ん
】

武
田
裕
「
樹
下
の

散
歩
道
」

【
特
週
一

石
川
公
三
郎
「
水
辺
に

遊
ぷ
」

竹
内
墫
通
「
元
渕
江

の
朝
」

古
性
定
之
助
「
新
緑

に
遊
ぷ
」

【
入
選一

今
井
七
郎
「
緑
を
大

切
に
」

佐
々
木
哇
凧
「
白
桿

と
住
宅
」

鈴
木
金
治
「
憩
」

鈴
木
孝
「
緑
の
木
立
」

曽
合

灣
治
「
遊
歩
道
」

西
田
寛
一

二
生
懸
命
に
写
生
す
る
少
年

少
女
遣
」

野
村
隆
『
梅
雨
』

濱
中
和
代
「
夕
立
」

早
坂
一

美
「
落
葉
」

藤
原
徹
雄
[
手

入
れ

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
緑
化
係
　

昔
8
8
2
1
1
1
1㈹

推 せん 「樹 下の散歩道 」

シ リ ー ズ 足
立
の

文
化

財

応現寺山門
(足
立
区
登
緑
有
形
文
化
財
・
建
造
物
)

所
在
地
:
伊
興
町
狭
間
6
1
2

伊
興
の
古
寺
、
に
現
寺
の
山

尸
で
す

I
>
-
e
r
　
こ
の
山
門
に
つ
い
て
新
綢
武

I
、
し
よ
と
き
こ
う
よ
っ
あ
し
づ
く
9
藏
風
土
記
稿
に
は
、
「
四
足
造
に

し
て
甚
だ
古
色
の
9
讀
な
り
。
t

々
の

箟

を
a

る

と

滉

に

も

旧

休

な

を

存
せ

り

。

昔

欄

千

ひ
ち
ょ
う

と
ぅ
こ
ん
ぼ
ん

に

飛

鳥
の

彫

刻

あ

り
刀

價

凡

な

と
じ
ん

ひ
だ
。り
む
ん
ご
ぢ
I

ら

ず

、

土

人

は

左

甚

五

郎

が

作

な

り

と

伝

へ

し

が

、

先

年

賊

に

取

り

さ

ら

れ

し

と

伝

。
」
と

あ

り

ま

す

。

寺

伝

の

過

去

帳

に

よ

れ

ぱ

、

当

寺

庄

職
1
7
代

か
く
ぇ
ん

か
ん
え
い

学

円

が

寛

永
M

年
T

6
3
7

年
)

に

建

立

し

た
も
の
と
云
え
ら
れ
て
り

お
り
、
区
内
で
は
嚴
も
'

大
‥
い
山
門
で
す
。
'
、
`
。

き
り
づ
ま
づ
く
り
β
1
　
壓
根
は
切
妻
遇
で
、
C

9
か
れ
a
ふ
1
4
か
わ
ら
き
流
波
風
の
唆
瓦
曹
で
す
。
一
間
　
　
　

し
ぎ
ゃ
ぐ
し
ぐ

ほ
ん
ぱ
Lら
ま

一
戸
の
四
脚
門
で
、
本
柱
門
の

頭
S
の
下
に
岶
受
け
が
残
つ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
も
と
は
閧

き
扉
が
つ
い
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
補
修
か
施

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
江
戸
時
代

朷
期
の
山
門
建
築
の
特
徴
を
伝

え
る
貴
重
な
直
構
で
す
。

※
く
ゎ
し
く
は
、
郷
土
溥
物
館

(霑
9
9
3
9
3
)

へ
。

く
ら
し
の

情

報

福

祉

児
童
手
当

特
例
給
付

児
童
育
成
手
当
の

手
続
き
を

区
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

要
件
に
該
当
し
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
手
喨
き
の

済
ん
で
い
な
い
方
は
、
申
揖
し

て
く
だ
さ
い
。

・
児
童
手
当

1
8歳
未
満
の
児
童
を
2
人
以

上
養
弯
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

少
な
く
と
も
1
人
は
、
義
務
教

弯
就
学
前
の
児
童
が
い
る
り
。

チ
当
月
額
T

義
務
教
弯
吸
学

的
の
2

番
目
の
児
倣
・・・
2
千

迦
円

∵
異
務
教
畸
祝
学
前

の
3

番
目
以
降
の
児
童
…
1
　

人
に
つ
き
5

千
円
(

義
務
教

育
就
学
月
の
前
月
ま
で
支
給

し
ま
す
)

請
求
に
必
要
な
も
の

マ
謫
求
人
名
義
の
足
立

区
内
金
融
機
関
の
預
金

通
帳

▽
年
金
手
帳
　

▽
健
康
保
険
証

▽
印

か
ん

▽
今
年
1
月
1
　

日
現
在
足
立
区
外
に
居

庄
し
て
い
た
方
は
、
前

住
地
で
の
昭
和
6
3年
哩

所
碍
証
明
魯

・
特
例
給
付

受
紿
資
格
、
手
当
額
、

揖
求
手
続
き
に
必
要
な
も

の
は
児
竃
手
当
と
同
じ
条

件
で
す
が
、
厚
生
年
金
、

私
立
学
校
共
済
等
に
加
入

し
、
所
碍
制
限
で
児
童
手

当
を
受
給
で
き
な
い
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

・
児
童
育
成
手
当

次
の
要
件
に
該
当
す
る

児
童
を
懊
育
し
て
い
る
方
は
脯

求
し
て
く
だ
さ
い

。

●
育
成
手
当

義
秘
敦
育
終
了

前
の
次
の
状
態
に
あ
る
児
童

∵
父
ま
た
は
ほ
が
死
亡
、
生

死
不
明
7

一乂
ま
た
は
毋
に

1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

▽
毋
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で

懐
胎
し
た
(
父
か
ら
認
知
さ

れ
た
児
意
を
除
く
)
7

父

母
が
雛
婚

χ
乂
ま
た
は
母

が
法
令
に
よ
り
1

年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る

▽
父
ま
た

は
毋
が
咀
厦
の
濔
害
(
膺
体

淬
害
者
手
帳
1
・
2

級
)

手
当
月
額
9

千
円

●
障
害
手
当
2
0

歳
禾
満
で
心

身
に
障
客
が
あ
り
、
次
の
い

す
れ
か
に
該
当
す
る
児
倣

T
吶
神
潭
弱
で
「
愛
の
手
帳

」

1
1
3

度

▽
身
体
瞬
害
で

一
身
体
潭
害
者
手
帳
」1
・

2
級

▽
脳
性
マ
ヒ
ま
た
は

進
吁
性
筋
萎
縮
症

手
当
月
額
1

万
1

千
円

所
得
制
陂

各
手
当
の
所
得
制

限
は
左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
児
童
助

成
係

き
靦
1
1
1
1

㈹
　

重

度
脳
性

マ
匕

者
等

介
護

人
派

遣
事

業
を

開
始
し

ま

す

区
内
在
庄
の
車
い
す
利
用
者

等
疽
度
身
体
障
害
者
の
方
に
対

し
、
外
出
時
の
介
護
人
を
派
遣

し
ま
す
。

派
遭
対
象
・
回
数
2
0

歳
以
上

で
、
の
特
別
陣
售
者
手
当
受

給
資
格
の
あ
る

、
全
身
性
皿

害
者
の
方
。
月
1
4
回
以
内
　

②
①
以
外
の
皙
度
脳
性
マ
ヒ

者
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
1
　

級
の
方
。
月
1
2回
以
内

介
護
人
へ
の
報
酬

―
回
に
つ

き
4
千
2
0
0円

耒
な
お
、こ
の
亊
巣
に
あ
た
り
、

介
護
人
と
し
て
外
出
時
の
援
助

を
し
て
い
た
だ
く
方
を
広
く
募

集
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

障
害
福
祉
黻
計
画
調
整
佩
　

啻
唹
1
1
1
1

㈹
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年

金

国

民
年

金
に

加
入
し
て
い
ま
す
か

国
民
年
金
は
、
杠
会
全
体
で

た
す
け
あ
い
。
老
後
や
不
意
の

事
故
な
ど
に
儕
え
る
た
め
に
、

国
が
行
つ
て
い
る
制
度
で
す
。

法
律
で
加
入
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
大

き
く
は
次
の
3
種
類
に
分
け
ら

れ
ま
す
。

第
一
号
被
保
険
者

自
営
業
の

方
や
、
助
め
先
で
年
金
に
加

入
し
て
い
な
い
方
と
そ
の
奥

さ
ん
で
、2
0歳
以
上
6
0纉
米

禺
の
方

第
二
号
被
保
険
者

厚
生
年
金

や
共
済
組
合
な
ど
、
勦
め
先

で
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

第
三
号
被
保
険
者

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
奥
さ
ん
の
う
ち
、
厚

生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い

る
ご
主
人
の
扶
餮
に
な
っ
て

い
る
方

・

国
民
年
金
の
保
映
料
を
納
め

る
必
謇
の
な
い
方

第
二
号
と
第
三
号
の
被
保
険

者
の
方
は

、
加
入
し
て
い
る
各

年
金
制
度
が
国
民
年
金
制
度
へ

ま
と
め
て
負
担
を
し
て
い
ま
す

の
で
自
分
で
国
民
年
金
の
保
険

料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
(
第
一
号
被
保
険
者
の
方
は
、

自
分
で
保
険
料
を
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
)
。

・

国
民
年
金
の
手
続
き
に
つ
い

て
第
一
号
と
第
三
号
の
被
保
険

者
の
方
は
、
加
入
や
喪
失
な
ど

の
手
続
き
を
自
分
で
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
を
し
て
い
な
い
と
、

加
入
し
て
い
な
い
期
閠
が
で
き

て
将
來
困
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
お
心
あ
た
り
の
方
は
、
至

急
、届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

。

・

任
憲
加
入
の
で
き
る
方

学
生
の
方
や
、6
0歳
か
ら
6
5

歳
ま
で
の
方
な
ど
は
、
任
憲
で

加
入
し
て

、
将
来
の
年
金
受
紿

額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。く

わ
し
く
は
、
中
央
本
町
庁

舎
・
0
民
年
金
課
推
進
係
(
a

瞋
5
1
5
1
)

ま
た
は
お
近
く

の
区
民
亊
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

。

国
民
年
金
相
談

国
民
年
金
に
闃
す
る
疑
問
や

制
度
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
知

り
た
い
方
の
た
め
に
、
国
民
年

金
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
足
立
杠
会
保
険
事

務
所
か
ら
専
門
官
も
参
加
し
、

質
問
・
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。お

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

日
睥
1
1
月
2
日
(
水
)
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
3
睥
3
0
分

場
所

中
央
本
町
庁
舎
2
陪

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
佩

a
跏
5
1
5
1
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伊
豆
高
原
・
熱
海
あ
だ
ち
荘

1
月
分
の
利
用
案
内

1
月
分
の
利
用
申
し
込
み
は
、

左
資
の
と
お
り
で
す

。

(
ガ
キ
は
、I
グ
ル
ー
プ
(
区

内
在
住
・
在
勦
者
の
み
)
、1
枚
に

限
り
ま
す

。

な
お

。「
熟
溽
あ
だ
ち
荘
」は
p
一

月
3
1日
か
ら
、1
月
分
の
利
用
と

し
て
受
け
付
け
ま
す
が
、1
2月
3
1

日
I
I

月
6
日
は
1
5人
以
上
の
団

体
申
し
込
み
は
、
で
き
ま
せ
ん
。

区

民 コ ー ナ ー

投稿をまっています

区
民
「T
ナ
ー
は
。
み
な

さ
ん
の
紙
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
楊
で
覃
。
ご
磨
見
を
a
晤

ち
し
て
い
ま
覃
。

投
碣
先

本
庁
舎
・
広
報
諌

(
讎
千
住
1
4

佃
)

犬
や
猫
を
捨
て
な
い
で

千
住
大
川
町
在
住
　
小
沢

幸
子

今
年
5
月
、自
宅
に
仔
猫
が
置

き
去
り
に
さ
れ
ま
し
た
。わ
が
家

に
は
。
先
住
猫
が
い
ま
す
の
で
困

つ
て
し
ま
い
、
も
ら
い
手
を
揀
し

ま
し
た
。
け
っ
き
ょ
く
見
つ
か
ら

ず
、
現
在
は
、
冢
で
飼
つ
て
い
ま

す
。最

近
、
近
所
で
も
仔
猫
が
捨
て

ら
れ
て
い
た
り
、
門
の
中
に
(
飼

つ
て
く
だ
さ
い
)
と
の
札
を
つ
け

た
臑
犬
が
置
き
去
り
に
さ
れ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
東
京
都
勳
物
眥
理
事

務
所
に
持
ち
込
ま
れ
た
犬
・
描
の

数
は
、
5
万
頭
を
超
え
た
そ
う
で

す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
殺
処
分
や

勳
物
実
験
に
使
わ
れ
死
ん
で
い
き

ま
す
。

ち
ょ
つ
と
し
た
鰹
い
気
持
ち
で

飼
い
始
め
た
ペ
ッ
ト
を
飼
い
き
れ

な
く
な
っ
て
捨
て
て
し
ま
う
。
な

ん
て
無
責
任
な
こ
と
を
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
無
責
任
な
飼

主
の
た
め
に
、
大
勢
の
人
が
迷
憖

を
受
け
て
い
ま
す
。

「
勳
物
の
保
護
及
ぴ
管
理
に
関

す
る
法
憊

で
は
、
勳
物
を
捨
て

た
場
合
3
万
円
の
罰
金
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ヘ
ッ
ト
を
捨
て
る
皆
さ
ん
/
・

3
万
円
あ
れ
ぱ
、
避
妊
・
去
勢
手

術
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ペ
ッ
ト
を
飼
う
に
あ
た
っ
て
、

ま
た
手
放
す
時
、も
う
一
度
艮
く

考
え
て
良
識
あ
る
吁
勳
を
お
願
い

し
ま
す
。

声

掲
示板

亜
都
立
妓
北
贅
護
学
校
文
化
祭

日
時
1
1
‥
月
5
日
・
6
日
、
午
　

前
9
時
3
0
分
～
午
唆
3
時

内
容

劇
、
展
示
、
喫
茶
室

塲
所
・
問
合
せ
先

都
立
城
北

養
護
学
校

昔
8
8
3
7
2
7
1

・
国
民
金
融
公
庫
年
末
資
金
融

資
(
運
転
・
般
偏
資
金
)

対
象

事
業
主

融
資
額
3

千
沺
万
円
以
内
　

(
特
定
の
般
麑
資
金
は
4
千

湎
万
円
以
内
)

利
率

年
5
.
7
%

※
S
の
進
学
ロ
ー
ン
(
1

進
学

者
あ
た
り
1
0
0万
円
以
内
)
も
取

り
扱
つ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
国
民
金
融
公

廈
千
住
支
店
(
酋
朏
6
1
7
5
)

へ

。

』ひ
と
り
親
家
庭
私
立
高
等
学

校
入
学
金
貸
付
制
度

父
子
・
毋
子
冢
庭
(
両
観
の

い
な
い
場
合
も
含
む
)
の
お
子

さ
ん
が
、私
立
高
校
・
専
門
学

校
へ
入
学
す
る
場
合
、
資
金
を

無
利
子
で
貸
し
付
け
ま
す
。

対
象

▽
都
内
に
6
ヵ
月
以
上

在
庄

▽
収
入
が
基
準
額
汞

満

▽
他
の
公
的
機
関
か
ら

借
り
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

か
不
足
す
る
方

貸
付
限
度
額
3
2
万
円
以
内

問
合
せ
先

勵
東
亰
都
毋
子
募

婦
福
祉
S
巖
会
(
豐
5
6
7
7
2
　
3
7
)

、ま
た
は
都
・
橸
祉
局

母
子
福
祉
課
(
。‘
2
1
2
5
1
1
　
1
)

・
浄
化
槽
済
掃
料
金
の
助
成
　

都
は
、区
内
の
届
出
の
あ
る

浄
化
槽
に
対
し
て
、
膺
掃
料
金

の
一
郎
を
年
―
回
助
改
し
て
い

ま
す

。(下
水
遭
処
理
区
域
に
な

っ
て
か
ら
4
年
以
上
た
っ
た
地

域
は
対
象
外
)

届
出
を
し
て
、
軽
減
証
を
受

け
て
い
な
い
方
は

、
次
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い

。

▽
家
を
新
築
、
分
譲
庄
宅
を
晴

入
し
た
方

▽
冢
の
所
有
者
が
鰆
わ
っ
た
時

※

保
守
点
検
は
、
都
知
事
登

録
業
者
、
灣
掃
は
都
知
事
許
可

業
者
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、都
・
灣
掃
局

浄
化
施
設
課
(
眥
2
1
2
5
1
1
1
)
s

無
料
鯛
停
相
談

日
時
1
1
月
1
8
日
(
金
)
。午
前
　

1
0
時
3
0
分
～
午
後
3
時

場
所

▽
鏥
糸
町
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ピ
ル

▽
東
京
駅
八
重
洲

囗
大
丸
百
貨
店

▽
池
袋
西

武
百
貨
店

内
容

土
地
・
建
物
や
金
銭
の

貸
し
借
り
の
ほ
か
、
夫
婦
関

係
の
調
整
や
扶
養
な
ど
の
問

鼇
に
つ
い
て
の
調
淬
申
立
て

や
進
め
方

申
込
方
法

当
日
会
場
へ

問
合
せ
先

勵
日
本
隅
傳
協
会

連
合
会
S
2
6
4
8
1
1
1

・
「
土
地
や
逹
初
な
ど
を
充
っ

た
と
き
は
」

土
地
や
建
物
な
ど
を
売
つ
た

と
き
は
、
税
務
署
へ
確
定
甲
告

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ホ
ー
ム
を
充
つ
て
税
金

が
か
か
ら
な
い
場
合
で
も
同
じ

で
す
。な
お
、
今
年
3
月
の
税

制
改
正
に
よ
り
、
居
住
用
財
産

の
賈
換
え
制
度
が
変
わ
り
ま
し

た
。不

明
な
点
に
つ
い
て
は
、
も

よ
り
の
税
務
相
談
室
ま
た
は
税

筋
醫
に
お
尋
ね
ぐ
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

税
務
相
談
室
足
立

分
室
(
眥
8
8
1
8
6
9
2
)
、
足

立
税
務
署
(
昔
醤
6
2
4
　
1
)

。
西
新
井
税
務
署
(
昔
叫

1
1
1
1
)

・
労
働
講
座
(
女
性
と
仕
事
)

日
時
・
内
容
▽
1
1
月
1
日
　

・
:
共
勳
き
時
代
の
家
族

▽
い‥月
8
日
・
:
ど
ん
な
勳
き

方
が
よ
い
か

※
い
ず
れ
も
午
後
6
時
1
5
分
～

8
時
4
5分

。

塲
所

北
千
庄
ウ
ィ
ズ
7
階

費
用

無
料

申
込
・
問
合
せ
先

王
子
労
政

事
務
所

啻
峩
0
1
1
7

・

手
打
ち
そ
ば
作
り
講
習
会

日
時
1
1
‥月
7
日
(
月
)
、
午
前

9
時
3
0分
1
午
後
1
2時
3
0分

塲
所

足
立
郵
便
局

定
a
・
費
用
5
0
人
、無
料
　

く
わ
し
く
は
、足
立
郵
便
局

保
険
課
(
s
8
8
2
3
1
7
9
)
へ
。

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
七
五
三
着
付
無
料
講
習
会
白
　

菊
会
)
1
0
月
2
2
日
(
土
)
、
午
　

後
1
時
3
0
分
I
4
時
/
江
北
セ
　

ン
タ
ー
/
先
着
2
0
組
/
着
物
一
　

式
持
参
/
▽
伊
藤
き
8
9
8
0
2

☆
第
7
回
で
て
こ
い
サ
ー
ク
ル
バ
　

ザ
ー
1
0
月
2
3
日
(
日
)
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
2
時
(
雨
天
実
施
)
　
/

梅
島
生
活
実
習
所
/
▽
中
島
　

昔
刪
2
2
7
6

☆
親
子
ア
ス
レ
チ
。ク
と
い
も
掘
　

り
1
0
月
3
0
日
(
日
)
…
午
前
　
7

時
西
新
井
駅
集
合
/
清
水
公
　

園
(
野
田
市
)
/
大
人
・
・
・
2
千
　

5
0
0
円
、小
学
生
・
:
千
崩
円
、幼
　

児
…
泡
円
(
交
通
費
そ
の
他
)
　
/

星
の
会
▽
佐
々
木
・
l
a
3

☆
保
育
寮
『な
か
ま
』バ
ザ
ー
　
1
1

‥
月
3
日
、午
前
1
1
‥
時
～
午
唆
　
3

時
/
興
野
公
園
/
日
用
品
、　

雑
貨
、古
着
な
ど
の
ご
協
力
を
　

お
願
い
し
ま
す
。取
り
に
伺
い
　

ま
す
(
1
0
月
末
ま
で
)
/
『な
　

か

ま

』
瑟
7
2
8
7

☆
バ
ザ
ー
(
足
立
区
手
を
つ
な
ぐ
　

親
の
会
連
合
会
)
鮮
魚
、日
　

用
雑
貨
、衣
類
等
/
1
1
月
3
日
　
(

文
化
の
日
)
、午
前
1
0
時
か
ら
　
/

竹
の
塚
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
　

タ
ー
/
車
で
の
来
場
は
不
可
/
　

東

六

月

町

ひ

ま

わ

り

作

業

所

▽

山

岸

魯

捌
7
1
0
9

☆
な
ぎ
な
た
初
心
者
講
習
会
土
　

曜
コ
ー
ス
・
・
・
H
月
5
日
、
1
2
日
、
　

午
後
3
時
3
0
分
～
5
時
、
総
合
　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
/
日
曜
コ
　

ー
ス
・
'
・
1
1
月
6
日
、
1
3
日
午
後
　
2

時～
3
時
、
千
寿
小
学
校
/
　

小
廖
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
/
無
　

料
/
運
動
の
で
き
る
服
装
/
足
　

立
区

な

ぎ

な
た

連

盟

▽

内

田
　

酋
8
8
6
3
9
8
9

貲
ア
イ
ス
ー
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
む
　

僉
1
1
月
～
3
月
、
毎
月
2
回
、
　

日
曜
日
午
前
1
0
時
か
ら
/
J
R
　

王
子
駅
中
央
口
前
サ
ン
ス
ク
エ
　

ア
ス
ケ
ー
ト
場
/
幼
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
/
連
盟
指
導
員
つ
き
　
/

ス
ケ
ー
ト
連
盟
▽
長
谷
部
　

瑟
9
0
6
5

☆
オ
ペ
ラ
友
の
会
コ
ン
サ
ー
ト
　

「歌
曲
と
オ
ペ
ラ
ア
リ
ア
の
夕
　

べ
」1
1
月
5
日
(
土
)
、午
後
6
　

時
閧
場
/
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
/
　

ソ
プ
ラ
ノ
・
・
・
大
龠
由
紀
枝
、
テ
　

ノ
ー
ル
…
籘
原
章
雄
出
演
/
会
　

員
も
募
集
中
/
▽
塩
谷
昔
8
5
0

=
募

集
=

☆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
(
フ
レ
ッ
シ
ュ
　

ダ
ン
ス
)
毎
週
火
曜
日
、午
　

前
1
0
時
3
0
分
～
正
午
/
竹
の
塚
　

社
会
教
育
館
/
入
会
金
2
千
　

円
、月
額
3
千
円
/
▽
大
関
　

昌
8
4
7
3

口
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
毎
月
第
2
　

・
4
月
曜
日
、午
後
1
時
～
3
　

時
/
竹
の
塚
第
3
団
地
集
会
所
　
/

初
心
者
、ミ
セ
ス
と
5
0
～
6
0
　

代
/
入
会
金
千
円
、月
額
3
千
　

円
/
▽
糸
山
酋
2
6
7
1
0
9
1
　
　
(

正
午
～
午
後
9
時
)

☆
水
彩
画
サ
ー
ク
ル
(
彩
樊
会
)

毎
週
水
曜
日
、午
後
6
時
3
0
分
　

～
8
時
3
0
分
/
異
本
セ
ン
タ
ー
　
/

月
額
3
千
5
0
0
円
/
▽
上
田
　

a
4
0
3
3

☆
社
交
ダ
ン
ス
少
人
数
制
/
隔
　

週
火
・
木
曜
日
(
月
4
回
)
、午
　

後
7
時
1
9
時
/
東
和
住
区
セ
　

ン
タ
ー
他
/
中
高
年
者
歓
迎
/
　

入
会
金
2
千
円
、
月
額
3
千
円
　
/

踏
和
う
さ
ぎ
ダ
ン
ス
会
▽
中

丸

魯
緜
2
1
9
2

☆
太
極
拳
ク
ラ
ブ
毎
週
水
曜
　

日
、
午
後
7
時
3
0
分
～
8
時
3
0
　

分
/
加
平
庄
区
セ
ン
タ
ー
他
/
　

初
心
者
歓
迎
/
入
会
金
沺
円
、
　

月
額
千
円
/
▽
高
畑
き
翻
7

お
しらせ

足
立
区
生
業
資
金
を

貸
し
付
け
ま
す

賃
付
対
象

一
股
の
金
融
機
関

か
ら
融
資
を
受
け
る
こ
と
が

困
難
で
、
こ
の
資
金
を
借
り

受
け
る
こ
と
に
よ
り
独
立
の

生
計
が
立
て
ら
れ
、
次
の
要

件
に
該
当
す
る
方

▽
区
内
に
1
年
以
上
居
住
し

て
い
る

▽
原
則
と
し
て
、
世
帯
の
生

計
を
立
て
る
住
民
登
録
の
皀

僭
主
で
あ
る

▽
亊
業
の
拡
充
ま
た
は
新
規

に
閲
業
す
る

▽
住
民
税
を
乕
納
し
て
い
な

し▽
厦
実
な
連
帯
保
証
人
を
1
　

人
つ
け
る

貸
付
限
度
額
1

世
帯
あ
た

り
、
1
0
0万
円

利
率

年
‥‥一
%
(

据
置
嗣
間
中

は
無
利
子
)

返
済
方
法
5
0

回
元
利
均
等
償

還
(
6

ヵ
月
据
置
)

申
込
方
法

申
込
番
を
貸
付
係

に
提
出
(
用
紙
は
各
区
民
事

務
所
に
も
あ
り
ま
す
)

受
付
期
関
1
0

月
迴
日
I
H

月

4
日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

貸
付
係

一
瑟
一
1
1
1
1

㈹

受
け
付
け
ま
す

競
争
入
札
参
加

願
い
(

物
品
)

昭
和
6
4・
6
5年
度
に
区
の
物

品
買
入
れ
等
の
指
名
競
争
入
札

に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
次
の

と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
1
0
月
2
4日
～
H
月

1
1日
(
土
・
日
罐
・
祝
日
を

除
く
)

受
付
時
聞
午
前
9
時
3
0
分
～
　

午
後
4
時
(
正
午
～
午
後
1
　

時
を
除
く
)

受
付
塲
所

区
役
所
千
庄
本
庁

舎
(
3
階
会
搬
室
)

用
紙

都
・
財
務
局
所
定
用
紙

用
紙
販
売
所

東
京
都
弘
済
会

(
都
庁
西
1

号
館
地
下
―
階
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
契
約
第

二
係

昔
8
8
2
1
1
1
1
㈹

教

育

相

談

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
校

に
行
か
な
い
、
落
ち
櫞
き
が
な

い
、
言
葉
が
遅
い
な
ど
の
お
子

さ
ん
の
悩
み
に
つ
い
て
、
専
門

の
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
教
職

経
験
豊
か
な
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

・

来
所
に
よ
る
相
談

受
付
日
時

日
曜
・
祝
日
を
除

く
毎
週
月
～
土
曜
日
、
午
前

9
時
I
午
険
5
時
(
土
曜
日

は
正
午
ま
で
)

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

▽
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談

室

豐
8
5
9
9
5
3
1

▽
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談

暖
瀬
分
室
(
嗄
瀬
ブ
ル
ミ
エ

内
)
a
8
3
8
3
5
8
8

※
お
近
く
の
相
談
室
を
こ
利
用

く
だ
さ
い

。

・
電
話
に
よ
る
相
駁

受
付
日
時
日
曜
・
祝
日
を
除
　

く
毎
週
月
～
金
曜
日
、午
前
　

9
時
～
午
後
5
時
(
最
終
受
　

付
は
、午
険
4
時
3
0分
ま
で
)

相
岐
・
申
込
先

教
育
セ
ン
タ

ー
教
育
相
談
室

昔
8
8
4
7
8
　
6
7
(
(
(

ヨ
ナ
ヤ
ム
ナ
)

区
民
農
園
利
用
者

募
集
(

予
定
)

野
粟
作
り
を
と
お
し
て

。
土

や
緑
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
区
民
農
園
の
利
用
者
を
募

集
す
る
予
定
で
す
。

く
わ
し
く
は

、「
あ
だ
ち
広

報
」n
月
2
0日
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

募
集
予
定
区
民
震
圜

神
明

南
、
伊
興
、
古
千
谷
、
西
伊

興
、
谷
中
。
大
谷
田
、
西
伊

輿
吉
浜
、
皿
沼
、
花
畑
、
扇

、

北
縵
瀬
、
入
谷
、
保
木
聞
、

都
市
農
業
公
園
、
本
木
、
六

町
、
東
保
木
間
、
花
畑
西

募
集
区
諞
数

各
晨
園
5
5～
1
5
0
　

区
画

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

区
民
生
活
係
啻
8
8
0
5
1
7
1

経
理
事
務
講
習
会

曰
時
1
1
‥月
7
日
1
2
2
日

(
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
1
2
　

日
間
)
、
午
後
1
時
I
4

時

対
象

区
内
在
住
の
朷
心
者

定
員
3
0

人
(
応
募
多
数
の
際

は
抽
選
)

費
用

無
料
(
教
材
費
一
部
負

担
、
千
潺
円
程
度
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
・

年
齡
・
電
話
番
号
・
「
経
理

事
務
講
習
会
希
望
」
と
明
配

※
申
込
は
1
人
1

枚
、
必
ず
本

人
が
申
し
込
む
こ
と
。

申
込
期
限
1
0

月
2
7日
消
印
有

効
場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

職

業
サ
ー
ピ
ス
セ
ン
タ
ー
(
〒

m一
足
立
区
崚
瀬
1
-
3
4
-
7
　
L
1
0
2

縵
瀬
プ
ル
ミ
エ
内

。

昔
8
3
8
3
5
8
4
)

電
話
交
換
手

補
佐
員
募
集

募
集
人
員
1

人

資
格

昭
和
2
9年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
電
話

交
換
取
扱
者
認
定
を
受
け
て

い
る
方

勤
務
先

区
役
所
本
庁
舎

採
用
予
定
1
2

月
1
日

申
込
方
法

履
匣
書
(
写
真
添

付
)
、認
定
S
の
写
し
を
持
参

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

申
込
期
陂
H

月
5
日
消
印
有

効
雇
用
期
間
1

年
閠
(
更
新
に

よ
り
延
長
あ
り
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

総
務
驟
庁
舎
管
理
係

豐
8
8
2
-
1
1
1
㈹

納
期
内
自
主
納
付
を

1
0月
は
住
民
税
(

都
・
区
民

税
)
の
第
3
期
分
の
納
期
で
す
。

も
よ
り
の
金
融
機
関
(
銀
行
・

鮖
便
局
)
お
よ
び
区
役
所
・
区

民
事
筋
所
の
各
窓
囗
へ

、
早
め

に
納
め
て
く
だ
さ
い

。

・

―
期
・
2
期
分
未
納
の
方
へ

禾
納
の
ま
ま
放
つ
て
お
き
ま

す
と
、
高一
利
篳
の
延
胯
金
が
加

算
さ
れ
る
ぱ
か
り
で
な
く
、
事

情
に
よ
っ
て
は
、
蕎
納
処
分
を

受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で

、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
付
が
困
難
な
場
合

は

、
区
役
所
納
税
諌
で
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

納
税
課

き
跏
5
0
9
6

第
1
0回
心
身
障
害
福

祉
セ
ン
タ
ー
運
動
会

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
通
所
馴
練
に
励
ん
で
い
る

通
所
児
・
者
の
邏
勳
会
を
閧
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

曰
時
1
0
月
2
1日
(
金
)
、午
前

1
0時
I
午
後
2
時
3
0分
(
雨

天
の
場
合
'
2
0月
2
8日
)

塲
所

竹
の
獵
六
号
公
園

問
合
せ
先
心
身
陣
害
橸
祉
セ
　

ン
タ
ー
a
8
8
3
6
1
7
1

沿
道
整
備
計
画

原
案
の
縦
覧

区
で
は

、
次
の
3
地
区
に
つ

い
て
沿
遊
塵
臠
計
画
の
原
案
を

決
定
し
ま
し
た

。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
関
佩
の
あ

る
方
は

、
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

沿
瀟
整
偉
計
圖
原
案
決
定
地
区

▽
環
状
7
号
線
C
地
区
(

国

道
4
号
～
I

飾
区
境
)

▽
環
状
7
号
繹
D
地
区
(

放

射
1
1‥号
線
～
北
区
境
)

▽
国
道
4
号
B
地
区
(

保
木

間
交
差
点
～
埼
玉
県
境
)
　
(

そ
れ
ぞ
れ
道
路
の
両
側
お
お

む
ね
3
0㍍
の
区
域
)

縱
覧
期
閠
1
0
月
2
2
日
～
1
1
月

意
見
S
提
出
期
間
1
0
月
2
2
日
　
～

1
1い月
1
1日

縦
覧
・
憲
見
S
の
提
出
・
問
合

せ
先

本
庁
舎
・
都
市
計
固
飜

啻
8
8
2
1
1
1
1
㈹
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健
康
と
衛
生
を
数
字
で
表
わ
す

衛

生

試

験

所

区民レ ポーター

ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
杠
会
。
そ
の
た
め
か
、
今

、
健

康
に
大
き
な
閲
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

。
囎
康
診
断
の

倹
査
数
僵
に
一
曹
一
憂
し
て
い
る
方
も
多
い
は
ず
。
そ
こ

で
今
回
は

、
梅
田
五
丁
目
に
お
僅
ま
い
の
吉
田
利
子
さ
ん

に
レ
ポ
ー
タ
ー
を
お
頤
い
し

、そ
の
検
査
畝
渣
を
出
す
所
、

衛
生
試
験
所
(

倹
査
セ
ン
タ
ー
内
)

を
平
沢
秀
次
郎
倹
査

主
査
の
案
内
で
訪
ね
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

人
の
体
と
囗
に
入
る

も
の
が
対
象
で
す

酉
田

衢
生
試
験
と
い
っ
て
も
、

員
体
的
に
は
河
の
倹
査
を
し
て

い
る
の
で
す
か
。

平
沢

臨
床
嘖
査
と
衢
生
倹
査
に

大
き
く
分
か
れ
ま
す
。
人
の
体

に
閲
す
る
も
の
を
臨
床
怏
査
と

い
い
、
血
液
、
哽
、尿
、
た
ん

な
ど
が
そ
の
対
象
で
す
。衛
生

検
査
は
人
の
囗
に
入
る
物
が
対

象
で
、
飲
料
水
や
食
品
な
ど
で

す
。
俣
滬
所
の
倹
黥
で
採
取
し

た
も
の
や
、
食
品
・
環
境
衛
生

監
視
與
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ

た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

吉
田

瀘
漿
黥
断
て
は
、
血
液
唆

査
で
貧
血
や
肝
機
能
な
ど
体
の

謌
子
を
み
た
り
し
ま
す
ね
。

平
沢

そ
の
ほ
か
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
や
血
犧
、
汞
酸
な
ど
。倹
査

は
2
2項
目
に
の
ぼ
り
ま
す
。
昨

年
度
は
血
液
倹
査
だ
け
で
延
6
　

万
2
千
件
あ
り
ま
し
た
。年
間

1
万
件
の
ぺ
I
ス
で
増
え
て
い

ま
す
。

吉
田

健
康
へ
の
関
し
の
高
ま
り

が
数
爭
に
表
れ
て
い
る
と
一
gえ

そ
う
で
す
ね

。

平
沢

そ
の
反
面

。
恵
外
な
こ
と

に
結
核
菌
が
倹
出
さ
れ
る
ヶ
I
　

ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
油
断
は
で
き
ま
せ
ん

。

吉
田

嘖
査
数
嗄
か
ら
区
民
の
健

康
状
態
は
つ
か
め
ま
す
か

。

平
沢

嘖
査
の
畝
値
は
、
そ
の
人

の
体
の
ご
く
一
蔀
分
で
す

。
詞

気
で
あ
る
か
ど
う
か
は
応
全
体

や
生
活
9
度
な
ど
総
合
的
な
判

定
か
必
要
な
の
て

。
数
僵
の
み

で
の
判
断
は
難
し
い
で
す
ね

。

細
菌
や
添
加
物

重
金
属
も
見
逃
さ
ず

吉
田

食
物
や
水
は
、
囗
に
直
接

入
れ
る
も
の
だ
け
に
數
し
い
チ

ェ
ッ
ク
を
お
願
い
し
た
い
で
す

ね
。

平
沢

大
礇
薗
な
ど
の
紐
薗
や
、

食
品
で
は
保
存
料
、
S
色
料
な

ど
の
食
品
添
加
物
も
調
ぺ
て
い

ま
す
。
市
販
の
食
品
は
も
ち
ろ

ん
、
保
育
菌
や
学
校
の
給
食
も

倹
査
し
て

い
ま
す

し
、
調
理
士
な
ど
飲

食
物
に
携
わ
る
人
に

は
強
制
的
に
検
哽
を

義
務
付
け
て

い
ま

す

。飲
料
水
は
今
年
、

飲
食
店
の
£
ひ
?
　

か
ら
も
採
取
し

、
重

金
萬
が
含
ま
れ
て
い

な
い
か
を
倹
査
し
ま

し
た

。

吉
田

区
内
の
お
店
の

衛
生
状
態
は
い
か
が

で
す
か

。

平
沢

管
理
者
の
意
掀

は
年
々
、
高
ま
っ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
少
し
の
不
注
意
で
紐

薗
は
あ
っ
と
い
う
闡
に
増
え
ま

す
か
ら
、
十
分
な
注
意
が
必
要

で
す
ね
。

食
品
容
器
の
安
全
も

検

査

し

ま

す

吉
田

最
近
、
い
ろ
い
ろ
な
橦
類

の
食
品
容
器
が
出
回
つ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
本
当
に
安
全
な

の
で
し
ょ
う
か
。

平
沢

ポ
リ
ブ
ロ
ピ
レ
ン
や
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
を
僅
つ
た
容
器
が

多
い
で
す
ね
。
こ
れ
ら
の
溶
出

倹
査
な
ど
を
吁
つ
て
い
ま
す

が
。
分
析
に
は
と
て
も
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
出
て

く
る
新
製
品
に
検
査
が
迴
い
つ

か
な
い
状
9
で
す
。

吉
田

私
た
ち
家
庭
を
預
か
る
者

に
は
大
変
闃
心
の
あ
る
こ
と
で

す
。
桷
費
者
セ
ン
タ
ー
と
の
達

携
や
、
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
活
用

で
検
体
数
を
も
っ
と
増
や
し
、そ

の
結
果
を
広
報
紙
な
ど
で
知
ら

せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。

平
沢

艮
い
ご
提
案
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
倹
酎
し
ま

す
。
私
た
ち
は
爽
際
に
は
区
民

の
方
と
接
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
保
健
所
を
窓
囗
と
し

て
い
ま
す
。

体
や
食
品
の
こ
と
で
ち
ょ
つ

と
お
か
し
い
な
と
思
わ
れ
た

ら
、
身
近
な
保
僵
所
・
保
健
相

鮫
所
に
気
軽
に
ご
相
鮫
く
だ
さ

い
。
検
査
部
門
で
は
私
た
ち
が

皆
さ
ん
の
お
役
に
立
つ
よ
う
頑

張
つ
て
い
き
ま
す
。

寒天 に検体を塗 り、細菌を
培 養 す る

試
薬
が
並
ぶ
検
査
室
で
対
談
す
る

吉
田
さ
ん
(
左
)
と
平
沢
主
査

情
報 コ ー ナ ー

法 律 相 談 ( 予約制…電話予約可) 区民相談靈 魯( 882) 1111㈹
【】区役所 本r - 1m 区民 相談童
相岐日は、岳逓月・木● 日、午後　1眄～4眄

【】中央本町庁售2 籬 相麟 蹇相謨日は、田月裾2- 4水● 日、午後　
1時～4眄

家から外に出てみませんか

ことぶきクラブ参加者募集

対象区内在住の65歳以上の冢庭に　
引きこもりがちな方で、自分で通　
える方、または家族等の介助で参　
加できる方( ただし、医療的介霞を　
必要とする方やゲートポール、踊　
りなどで活勳している方は除く)
日眄昭和163^11月～64年3月の関　
の毎週木曜日( 64年は毎週金燿　
日) 、午険1時～3時
内容 健稾休操、レクリエーション
盾勳、手芸、工作、茶話会など
定員20 人( 先譽順)
輿用1 ヵ月500円程度( おやつ、会
食代などの実費)

申込力法 直接窓囗または電話
塲所・申込・問合せ先 千住区民福
社廴センタ- 0882 ―2765

区 民 ス ポー ツ大学公開 講座
元西ド イツプロ サッ カーチーム

奥
寺康彦氏

の 体験談

サッカーと人生

西ドイツブロサッカーチームで活
濯した奥寺康彦氏の体験談です。
この樶会をお見逃しなく。
日畤11月11日ぐ金) 、午後6時30分　～

89手30分
塲所 晦田センター4 階ホール
(梅島駅下車、徒歩3 分)

内容 テーマ「サッカーと人生。
定員2 脯人( 先讐順)
受講料 無料
申込方法 当囗厦接会場へ
問合せ先 本庁舎・体育振興係
0882 ―111l i f t '

環境づくり
区 民 大 会

日時10月26日( 水) 、午前11時30分　～
午後4 時

塲所 匣業振興館( 入場無料)
内容 新生活・交通安全・献血推進
邇勳などに関する展示や功労者表
彰など( 電気、ガス、水道、電話、
灣掃などのPR ・相談コーナーも
あります)
問合せ先 中央本町庁舎・地域振興
m0880 ―5173

小さな動物たちとお話しよう
ふ れ あ い 動 物 園 さわやかな秋風の吹く公園で、やき

やうさぎ。羊などのかわいい勳物とな
かよしになりませんか。ポニー乗馬も
できます。
日聘10月30日( 日卜午前1( 泗寺～午後　
3時( 雨天11月3 日)

場所 堀之内北公圜(堀之内1 ―21) 　
縵瀬釈、亀有駅、西新井駅からバス
(鹿浜櫺経由王子駅・赤羽駅行: で
鹿浜三丁目交差点下車、徒歩2 分
問合せ先 中央本町庁舎・公園慨理係
&880 ―5261

青 年 教 室

チャレンジ作詞入門

F曲のことを考えた詞」について
閧講中です。作詞の経験のあるなし
にかかわらず、気軽にご参加くださ
い。( 受講料無料)
日時・内容 下表のとおり
珊所 梅田センター
睥師 還藤幸三氏( 限詞家)
申込力法 電話
申込期限10 月28日
申込・問合せ先 本庁舎・青少年係
&882 一l l l Kf t )

※ いずれも午後7 時30 分～9 時

花畑区民センター

手 芸 教 室
曰時11月17・24日、午後1時～4　
時30 分( 2 日制)

場 所 花畑区民 センタ ー
対 象 区内 在住・ 在勤の女性
内 容 朷心者 のため のやさしい 手綢
みセータ ー( 棒針綱 み)

定員30 人( 抽 遭)
費用3, 800 円( 材料費実費分 、当 日
持 参)

申込方 法 往復 ハガ キに 住所、氏名 、
年 齡、 電話 番号、「手芸 教室」と明
記

申 込期陂10 月26 日灣印有 効
申 込・閥 舍せ先 花畑又匣 センター
〒121 花畑4- 16- 13
0850 ―2617

便利な 囗座振替にしませんか
10・11月は口座振替おすすめ月間

区 では、特別区 ・都民税、国 民僵康
保険科 、国民年金 保映科の口 座振髻を
お勸めし てい ます。
1回 の簡単な手観き で、各納期ご と

に自 勳的に 納付される ので、時関 や手
関 がはぷけ、輿 金を持 ち歩く必嚶 や 納
め 忘れがなく安 心です。
申込力 法 頂金 通帳と通帳 印、各納 付
● を 持参して 預金囗座 のあ る銀行、
信用 金癨、信用 組合、農協 の窓口へ

問合せ先 いず れも 中央本町 庁合
r>特別区 ・鄒民 税‥・納税 縢塵理係
0880 ―5101

〔>国民健康 屎険芻… 国 阿1皿康保 険課
収納管理 係 酋8a 〕1―5133

E>田 民年金保 険料・・・国民 年金 鑠保 険
科係0880 ―5161

口
座
振
替
に
す
る
と

気
分
も
時
間
も

す
ご
～
く

フ
リ
ー
に
な
り
ま
す
ネ

晩 秋の休 日 に 区内施設めぐり

区内の公共施設と人気のある公園を
バスでご案内します。
仕事などで平日の見学会に参加でき
ない方は、この機会をご利用ください。
日時11月13日旧) 、午前9時30分～　
午後4 時( 雨天実施)
見学施設 郷土溥物館、老人会館、見沼
代観水公菌、都市晨業公菌
対豢18 歳以上の健康な区民
定員30 人( 抽選)
申込方法 往厦ハガキに住所、氏名、年
齡、電話番号、F施設めぐり参加希望j
と明記( 1 人1 通に隰ります)
※ 屋食は各自でご持参ください。
申込期限10 月27日消印有効

申込・問合せ先 本庁舎・に聰係
〒120 千<£1- 4- 18
0882- 1111 ㈹

東渕江庭園から見た郷土博物館

総合スポーツセンター開設10周 年記念

新体操 I N ADA C H I

ソウルオリンピック日本代衷・秋山
エリカ遍手をはじめ、新体襍の名門、
柬亰女子体青大学のメンバーが事麗な
濱技をくりひろげます。
日時11 月6 日 旧) 、午後1 時30分閧
濔
鳩所 総合スポーツセンター
出演予定者 東亰女子体青大学新体操

郎、 秋山 エリカ ・大椒裕子 遍手( ソ
ウルオリ ンピ ック 曰本代表) ほか

入場科【>大人・・・5( x) 円r>中学生以下　
… 3( xFl ( 3～4階全席自由席)

入場 劵販売窓 口 総合 スポー ツセンタ
ーほか各公 社施殷で販 売中

問合 せ先 総 台スポー ツセンタ ー・サ
ービ ス課1*859 ―8211

To. T. S. M. 240, 000


